
「素数」という概念があります。２以上の整数のうち、１とその数自身以外に約数を

持たない数、簡単に言えば、他の数で割り切れない数のことです。 

 例えば、２と３は素数ですが、４以上の偶数はすべて２で割り切れるので素数ではあ

りません。９・１５・２１などの奇数も３の倍数であり、素数ではありません。 

 素数は無限に存在しますが、数が大きくなるにつれ出現の頻度は減る傾向にありま

す。１００までを見ても、１桁の素数は２・３・５・７の４個、１０～１９の範囲でも１１・１３・

１７・１９とやはり４個ありますが、その後は、 

 ２０～２９ ２個（２３・２９） 

 ３０～３９ ２個（３１・３７） 

 ４０～４９ ３個（４１・４３・４７） 

 ５０～５９ ２個（５３・５９） 

 ６０～６９ ２個（６１・６７） 

 ７０～７９ ３個（７１・７３・７９） 

 ８０～８９ ２個（８３・８９） 

と横ばいが続くものの、９０～９９では９７ただ１つとなります。（続く１００～１０９では、

１０１・１０３・１０７・１０９ と４つも現れるのは意外です） 

 数が大きくなると、素数か素数でないかは簡単には見分けがつかなくなります。例

えば、９７だけでなく、９０７・９００７・９０００７・９００００７もいずれも素数なのですが、９

０００００７（九百万七）は２７７と３２４９１の積であり、素数ではありません。しかし、そ

のことに瞬時に気付く人はまれでしょう。素数の判別方法や規則性についてこれまで

多くの数学者が研究を重ねましたが、一般的な法則は見つかっていません。 

 素数は自然界の摂理とも関連します。北アメリカの一部に、１３年と１７年という周期

で大量発生する「周期ゼミ」または「素数ゼミ」と呼ばれる特殊なセミがいます。普通の

セミがせいぜい５年、幼虫として土中で過ごしてから成虫になるのに対し、「素数ゼミ」

は極めて長い年月、土中で過ごし、しかも成虫になる時期が他のセミと重ならないの

で、めったに他種と交雑しません。そのため、天敵が食べ尽くせないほど集中して大

量に成虫になることができ、首尾よく子孫を残せたとされます。 



 数の奥深さを独り勝手にしみじみ感じる第９７号でありました。 

 


